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第1回 平成元年 坂本茂 慢性肝疾患及び肝細胞癌における免疫調節異常についての研究

第2回 平成2年 嶋本義範 成人T細胞白血病の臨床的研究

第3回 平成3年 岡嶋泰一郎 肥満症の臨床的研究―病態・診断・治療

第4回 平成4年 安田正之 膠原病における免疫異常：主として液性因子に関して

第5回 平成5年 山口裕也 ストレス実験膵炎モデルの確立と膵炎の重症化機序

第6回 平成6年 酒井浩徳 フリーラジカルと肝障害

第7回 平成7年 藤嶋浩/丸岡彰/赤星和也消化器疾患における超音波内視鏡の有用性

第8回 平成8年 鵜池直邦 二次性MDS/AMLの臨床と遺伝子異常

第9回 平成9年 中牟田誠 Gene Targetingによる高脂血症の解析

第10回 平成10年 増本陽秀 肝細胞癌の接着と浸潤におけるβ１インテグリンの意義

第11回 平成11年 澄井俊彦 膵腺細胞の再生、肥大の意義と慢性膵炎

第12回 平成12年 有田好之 膵癌におけるリゾリン脂質の役割

第13回 平成13年 原田直彦 消化管研究へのアプローチ：胃曲線から13Cオクタン酸胃排出能検査へ

第14回 平成14年 安部康信 副作用を軽減した新しい同種末梢血幹細胞移植の開発

第15回 平成15年 古藤和浩 肝腫瘍の新しい治療法：多段階ラジオ波焼灼とエタノール注入併用療法の開発

第16回 平成16年 中島直樹 包括的医療情報の活用―ゲノム・病態解析から地域医療連携・経営解析まで

第17回 平成17年 大中佳三 ステロイド性骨粗鬆症の発症機構の研究

第18回 平成18年 矢津剛 在宅緩和ケアの実践と地域緩和ケア推進に関する研究

第19回 平成19年 田尻祐司 日本人2型糖尿病患者における高感度CRP濃度の検討

第20回 平成20年 佐藤丈顕 アコーディオンインデックス：個々の治療反応性に応じたC型肝炎インターフェロン治療のための新たな指標

第21回 平成21年 宮村知也 早期関節リウマチの診断における抗CCP抗体の有用性

第22回 平成22年 杉本英克 糖尿病診療の重層化ネットワーク構築への試み

第23回 平成23年 伊藤鉄英 我が国における膵内分泌腫瘍の疫学および治療に関する新たな知見に対する活動

第23回 平成23年 崔日承 成人T細胞白血病リンパ腫の治癒を目指した同種造血細胞移植の臨床研究



第24回 平成24年 南留美 抗HIV治療による脂質代謝への影響

第25回 平成25年 平瀬伸尚 膠原病・関節リウマチの多彩な併発病態に関する症例観察に基づく一連の臨床的研究

第26回 平成26年 五十嵐久人 遺伝性疾患に合併する膵神経内分泌腫瘍：全国調査による臨床的研究と診療上問題点の考察

第27回 平成27年 末廣陽子 成人T細胞白血病に対するウイルス標的樹状細胞ワクチン療法

第28回 平成28年 本村廉明 ERCP関連穿孔の早期発見におけるX線の重要性

第29回 平成29年 明石哲郎 卵黄レシチンで乳化された濃厚流動食の下痢抑制効果

第30回 平成30年 〆

第31回 令和元年 牟田和男 本邦とモンゴルでの健康診断、および骨密度と動脈硬化の比較について

第32回 令和2年 藤森尚 WHO2017年度分類に基づいた膵神経内分泌腫瘍の自然史と臨床経過の解析～単一施設における30年の臨床経験から

第33回 令和3年 小森圭司 十二指腸粘膜バリア機能の破綻は機能性ディスペプシアの病態に関与する

第34回 令和4年 牟田和正 嚥下時に下部食道括約筋で起こる弛緩反応の生理的および病理的役割

第35回 令和5年 江崎充 早期胃上皮性腫瘍に対するハイブリッドESDおよび従来法ESD：多施設共同無作為化比較試験

第36回 令和6年 山本紀子 体格や生活習慣が日本人大学生の血圧に及ぼす影響-学生定期健康診断における検討-

第37回 令和7年 隅田頼信 早期胃腫瘍に対するスプレー凝固および凝固モードを用いた内視鏡的胃粘膜下層剥離術の比較：多施設共同ランダム化比較試験


